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（大学同時） 

令和 8 年 7 月 1 日 

京都市立芸術大学 共創テラス・連携推進課 

京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課  

 

京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター 令和 8 年度 でんおん連続講座 

洋楽流入史再考あれこれ 

―文化 14 年のピアノ奏図、長崎出島の奏楽状況など― 
 

京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センターでは、令和８年度でんおん連続講座「洋楽流

入史再考あれこれ―文化 14 年のピアノ奏図、長崎出島の奏楽状況など―」を開催します。 

江戸時代の日本人が多種多様な異国の音楽芸能をどのように聴き、理解していたのか、そ

の社会的・文化的背景と歴史資料を紐解きます。長崎歴史文化博物館所蔵のピアノ奏図〈ブ

ロンホフの家族たちとビールマン夫人〉や、2008年まで活動を続けた「洋楽流入史研究会」

の多彩な研究テーマを取り上げ、全４回にわたって再考します。 

 

【概要】 

● 日程  〈全 4 回〉 

第１回：令和8年9月 1日（火）   長崎出島から流入した楽器・音楽（１） 

第２回：令和8年9月 8日（火）   長崎出島から流入した楽器・音楽（２） 

第３回：令和8年9月15日（火）   中国音楽の流行と受容 

第４回：令和8年9月22日（火・祝） 外国語の「響き」から 
 

各回の講座内容については別添のフライヤーを参照 

                 

● 時間  各回とも 午後２時 45 分〜４時 15 分（午後２時 15 分開場） 

● 場所  京都市立芸術大学 伝音セミナールーム 

（〒600-8601 京都市下京区下之町 57-1） 地図 

● 講師   竹内有一（京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター教授） 

● 対象  不問（未就学児童を除く） 

● 定員  30 名（事前申込制／先着順） 

● 受講料 5,000 円（全４回分） 

● 申込  令和８年７月 28 日(火)午前 10 時から、本学ウェブサイトの当講座イベント情 

報（https://www.kcua.ac.jp/denonrenzoku2026yogaku）にて公開する専用

https://www.kcua.ac.jp/?page_id=175777
https://www.kcua.ac.jp/denonrenzoku2026yogaku


 

申込フォームよりお申し込みください。 

（募集期間は８月 13 日(木)午後 5 時まで、ただし定員に達した時点で終了) 

● 企画  京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター 

● 主催  京都市立芸術大学 

 

＜京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センターについて＞ 

京都芸大が平成 12 年に設置した、日本の社会に根ざす伝統文化を音楽・

芸能の面から総合的に研究する国内唯一の公的研究機関 

 

新たな要素を取り入れながら独自の様相を今日に呈している伝統文化が新たな文化創

造の源泉となるよう、その根底にある文化構造を研究し、研究成果を広く伝えることによ

り、伝統的な音楽、芸能を中心とする研究分野における核となることを目指しています。 

「でんおん連続講座」をはじめとする公開講座は、市民の皆様への還元を目的として開

催しています。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

京都市立芸術大学 共創テラス・連携推進課 

電話：０７５－５８５－２００６ 

 

京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課 

電話：０７５－２２２－３１２８ 


